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　令和 8 年の夏は熊本地震およびそれに続く千葉県，
石川県，福井県の豪雨と，例年以上に大きな災害が続
いております．災害で被害に遭われた皆様，災害で日
常生活が途絶えてしまわれた皆様に心よりお見舞いを
申し上げます．猛暑，酷暑の季節はそうでなくても災
害級の暑さであり，被災された皆様のご苦労は察する
にあまりあります．一日も早い復旧をお祈りするとと
もに，少しでも穏やかな日常生活が戻ってきますこと
を祈念しております．
　2026 年 8 月，中国・北京で開催された世界ヒューマ
ノイドロボット競技大会にて，AI を駆使したヒト型
ロボットが 100 m 走で，人間（ウサイン・ボルト氏）
が持つ世界記録9秒58を大幅に上回ったと報じられま
した．この技術は「フィジカル AI（Physical AI）」と
呼ばれ，現在われわれが身近に使用することが多く
なった生成 AI の先にある技術として注目を集めてお
り，またその言葉を耳にする機会も増えてきています．
　フィジカル AI とは，AI が現実世界を認識し，状況
を判断し，ロボットなどを介して実際の動作につなげ
る技術を指します．生成 AI が主としてデジタル空間

の情報を扱ってきたのに対し，フィジカル AI は現実
空間における「認識・判断・行動」を一体化する点に
特徴があります．自動運転や産業用ロボットなどが代
表的な応用領域ですが，医療，そして歯科医療とも親
和性が高い技術であるといわれています．
　歯科医療は，診断や治療計画の立案だけでなく，歯
の切削や抜歯，補綴装置の製作など，きわめて精緻な
手技を必要とします．現在，すでに口腔内スキャナー，
CAD／CAM，画像診断支援 AI などデジタル技術を活
用した診療が急速に普及しています．これらに高度な
センサーや AI が統合されれば，これまで歯科医師自
身が行ってきた診療行為の一部を AI が支援し，場合
によっては実際の動作まで担う時代が訪れる可能性す
らあるようです．
　この変化は，歯学教育にも大きな可能性を示唆しま
す．たとえば，学生が臨床能力試験で人工歯を切削す
る課題を考えてみましょう．従来は，形成された人工
歯を評価者が観察し，その完成度を評価していまし
た．しかし，AI とセンサーを備えたシミュレーターを
用いれば，バーの角度や移動速度，切削量，加えた力
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　第45回日本歯科医学教育学会総会および学術大会
は，大阪歯科大学が主幹校となり開催いたしました．
会期は2026年 8月 21日（金）・22日（土），会
場は大阪歯科大学楠葉キャンパス，実行委員長：山本
一世教授，準備委員長：益野一哉教授をはじめ，歯学
部，医療保健学部，看護学部の大学内教職員で大会の
運営にあたりました．今回の大会テーマは，「人生 100
年時代の歯科医学教育～Innovations for Sustainabili-
ty～」を掲げました．参加人数は504名で，特別講
演2題，会長講演2題，コンセンサス・カンファレン
ス，特別セッション，シンポジウム，教育講演，加え
て一般口演として口演発表が27題，ポスター発表が
101題と学生セッション9題でした．
　1 日目の特別講演 1 では東京歯科大学学長の片倉　
朗先生に「留年させない教育を目指して」というタイ
トルでご講演いただき，東京歯科大学では教養課程で
はリメディアル教育を通じて大学での学び方と考え
方，医療につながるコミュニティを，また 3 年次の知
識を統合し課題を解決するワークショップ，5 年次臨

床実習中にも基礎系科目講義や総括評価の継続など多
くの具体的な事例を教えていただきました．またコン
センサス・カンファレンスでは 8 月 20 日（木）に開催
された「和漢薬教育に関するミニマムリクワイアメン
トを議論するワークショップ」で得られた現時点での
コンセンサスについて報告と，医学部および歯学部で
の漢方医学教育の変遷・現状・展望についてご講演い
ただきました．特別セッションでは『「ファシリテー
ター養成セミナー　第 13 回フォローアップセッショ
ン」～教育に携わるすべての方へ―当たり前だと思っ
ていた指導を見直すヒントを探しに～』という演題で
岐阜大学医学教育開発研究センターの川上ちひろ先生
に，看護領域で得られた知見をもとに歯科領域の診
療・臨床実習における教育の課題や視点について御講
演いただきました．さらに会長講演として，日本歯科
医師会の高橋英登会長に歯科医療現場の実情や，そこ
から考えうる今後の歯科医学教育の方向性を，日本歯
科医学会の小林隆太郎会長に，さまざまな研究に基づ
いた「口腔健康管理」の重要性や，人生 100 年時代の

第 45 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会を終えて�
「�人生 100年時代の歯科医学教育� �
～Innovations for Sustainability～」

 大会長・大阪歯科大学理事長・学長　川添　堯彬

などを記録し，形成にいたる「プロセス」そのものを
分析することが可能になると考えられます．さらに
AI が熟練者との違いを解析し，一人ひとりの学生に
適したフィードバックを行うことも可能となります．
これは，歯科における臨床技能教育のあり方を大きく
変える可能性を秘めています．
　ここでわれわれが考えなければならないのは，AI
やロボット技術が高度化したときに，「歯科医師には
何が求められるのか」という問いです．AI が画像を解
析し，治療の選択肢を提示し，ロボットが精密な処置
を支援するようになったとしても，患者の背景や価値
観を理解し，最適な治療方針を患者とともに考え，そ
の結果に責任を持ち，患者に寄り添う，ということは
歯科医師の重要な役割です．また，AI が提示した情報
が本当に妥当なのかを吟味し，どこまで AI に委ね，
何を人間が担うべきかを判断する能力も必要になりま
す．プロフェッショナリズム，コミュニケーション，
倫理的価値判断，心理社会的視点，そして患者を総合

的に捉える力は，むしろこれまで以上に重要になって
くると考えられます．
　これからの歯学教育には，「AI を使える歯科医師」
を育てるだけではなく，「AI に何を委ね，何を人間が
担うべきかを判断できる歯科医師」を育てる，という
視点が求められるようになると思います．
　フィジカル AI が歯科医療をどこまで変えていくの
か，現時点では全くの未知数です．ただ，技術の進歩
を待ってから教育を変えるのではなく，将来の歯科医
療を見据えながら，そこで必要となる能力を考え，教
育のあり方を議論していくことは，歯学教育に携わる
私たちの重要な役割であると考えます．
　生成AIからフィジカルAIへ技術が進歩すればする
ほど，私たちは改めて「歯科医師だからこそできるこ
ととは何か」を問い直すことになります．その問いを
会員の皆様と共有し，これからの歯科医療を支える人
材をどのように育てていくのか，皆様とともに考えて
いきたいと思います．
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それぞれのライフ・ステージに応じた全身状態を含め
た「口腔健康管理」，さらにそれを実現するための歯科
医学教育をご提示いただきました．
　2 日目の特別講演 2 では厚生労働省医政局歯科保健
課課長の小嶺裕子先生に，統計に基づいた人生 100 年
時代の人口予測や，今後必要となる国民への歯科医療
の内容や地域偏在の歯科医師数の是正などさまざまな
課題を挙げていただきました．またシンポジウムとし
て，去年に引き続き「歯科医学教育におけるスポーツ
歯学の方向性」について，日本スポーツ歯科医学会と
の共催企画が実施され，大学の学部教育，大学院教育， 大会長挨拶：川添堯彬

A 会場 B 会場 ポスター会場

▼日本歯科医師会会長講演：高橋英登先生 日本歯科医学会会長講演：小林隆太郎先生

▼特別講演 1：片倉　朗先生 ▼特別講演 2：小嶺祐子先生
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1．ワークショップの開催
テーマ：和漢薬教育に関する「ミニマムリクワイアメ
ント」を議論する
会期：2026 年 8 月 20 日（木）（第 45 回学術大会前日）
会場：大阪歯科大学楠葉キャンパス

概要：近年，和漢薬は歯科領域においても治療の選択
肢の一つとして注目されており，歯科医師国家試験に
も出題されるようになっている．しかしながら，歯科
大学・歯学部における和漢薬教育の実施状況や内容は
大学によって異なり，実態が十分に把握されていな
い．そこで今回，全国の歯科大学・歯学部における和
漢薬教育の現状を明らかにし，それらの内容や体制，
課題などを把握することを目的として，和漢薬教育に
かかわる責任者，またはこれに関係したカリキュラム

令和7年度　委員会報告

学術委員会報告
 委員長　森川　和政

歯科衛生士・歯科技工士教育などについて闊達な議論
が行われました．なおスポーツ歯学についてのシンポ
ジウムは来年度も継続される予定です．教育講演では

「デジタル歯科医療における教育カリキュラムの構築」
として日本デジタル歯科学会の末瀬一彦先生に，また

「大阪歯科大学における歯科医療分野に特化した医療
情報教育カリキュラムの変遷」として大阪歯科大学の
今井弘一先生にご講演いただきました．歯科医学教
育・医療における DX や AI のリテラシーの構築は喫
緊の課題となっていることから，たいへん有意義な内
容でした．
　一般口演，ポスター発表でも活発な議論がなされ，

特に学生セッションでは 9 題もの発表があり学部生に
とっても貴重な経験になったと思います．
　最後に，特別講演，会長講演，コンセンサス・カン
ファレンス，特別セッション，シンポジウム，教育講
演でご講演いただいた先生方ならびに座長の先生方，
一般演題，学生セッションで発表してくださった先生
方，学生達ならびに座長の先生方，さらにご参加いた
だいた皆様，協賛や後援いただいた企業や団体の皆様
に感謝いたします．また，この学術大会の準備に際し，
理事会，学術委員会の先生方のご指導ならびに関係各
位のお力添えに厚く御礼申し上げます．

集合写真（田口理事長，大阪歯科大学スタッフ）
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作成に携わる歯科大学・歯学部の教員が一堂に会し，
和漢薬教育に関する「ミニマムリクワイアメント」を
議論するワークショップを開催した．

2．第45回学術大会関連
　1）学術大会におけるコンセンサス・カンファレンス
テーマ：歯学部における漢方医学教育のミニマムリク
ワイアメント
演者：松野智宣先生（日本歯科大学附属病院口腔外
科），米永一理先生（日本大学歯学部摂食機能療法学講
座），山口孝二郎先生（日本歯科東洋医学会会長）
概要：大会前日のワークショップで得られたプロダク
トを踏まえ，29 歯科大学・歯学部の和漢薬教育におけ
る共通学修目標を提案するとともに，その背景となっ
ている医科領域での和漢薬教育の変遷についてご紹介
いただいた．併せて，日本歯科東洋医学会の視点から
歯学教育に対するご意見をいただくとともに，教育現
場において長く和漢薬教育に携わってこられたエキス
パートからのご提言をいただいた．
　2）その他
　学術大会における演題募集に際し，①前回大会より
運用を開始した自己チェックリストの修正，②共同演
者（海外機関の教員・学生）の対応を行った．

3．その他
　FDI 政策声明案について委員会内で検討を行った．

1．はじめに
　一般社団法人日本歯科医学教育学会における企画将
来構想委員会は，本学会の持続的な発展と，急速に変
化する社会情勢や医療環境に対応した歯科医学教育の
あり方を探求すべく，中長期的な視点に立った多様な
企画立案および将来構想の審議を担っております．
　2025 年 9 月から 2026 年 7 月までの活動期間におき
ましては，本学会の基盤強化ならびに次世代の歯科医
学教育を担う人材の育成・支援を目指し，体制の整備
および具体的な啓発・普及活動を精力的に推進してま
いりました．以下に，本期間における主な活動実績お
よび今後の展望についてご報告申し上げます．

2．報告事項
　1）委員会構成員の確立と討議体制の強化
　今後の本学会における企画・将来構想委員会の活動
をより強力かつ円滑に推進するため，学会における各
種企画や将来的な事業構想を多角的な視点から精査・
討議する重要な機関として，本委員会の構成員の確立
と組織体制の整備を行いました．これにより，学術大
会や各種ワークショップをはじめとする本学会のコア
事業に対し，機動的かつ戦略的な助言・立案を行える
盤石な基盤が整備されました．
　2）学会入会促進および広報・啓発活動の実施
　今後の本学会活動の一層の活性化，次世代の歯科医
学教育の推進を目的として，キャリア形成支援，最新
の教育知見・手法の共有ならびに会員相互のネット
ワーク構築の場を提供すべく，積極的な入会促進事業
を展開いたしました．これらの取り組みを通じ，若手
教育者や研究者をはじめとする多角的な人材の入会を
促し，学会全体の活性化とコミュニティの拡大を図っ
ております．

3．協議事項
　1）今後の本委員会における活動内容と方向性の検討
　本期間中，今後の本委員会が果たすべき役割や具体
的に取り組むべき新規事業のあり方について協議を重
ねました．具体的には，ICT・AI などを活用した先端
的教育手法の導入，若手教員のキャリアパス支援な
ど，変化する教育ニーズに即した長期的な戦略につい
ての論点整理を行っております．

4．委員会開催記録
　本期間中，迅速かつ密な意見交換を実施するため，
メール会議による委員会を開催いたしました．

5．今後の活動予定
　今後は第 45 回学術大会終了後に次回委員会の開催
を予定しております．学術大会での成果や参加者から
のフィードバックを検証するとともに，次年度に向け
た新たな企画・将来構想の具体化に向けた協議を進め
てまいります．

企画将来構想委員会報告
� 委員長　秋山　仁志
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　編集・広報委員会は，上田貴之委員長，山本松男副
委員長，石黒一美委員，大野由夏委員，鯨岡聡子委員，
角忠輝委員，渕田慎也委員，森田匠委員，諸冨孝彦委
員，竜正大委員から構成されている．

1．学会誌の発行
　日本歯科医学教育学会雑誌第 41 巻 1～3 号ならびに
第 42 巻第 1～2 号を発行した．また，各号を日本歯科
医学教育学会ホームページならびに J—stage に公開し
た．

2．JDEAニュースレターの発行
　JDEA ニュースレター 2026 年第 2 巻第 1～2 号を発
行した．JDEA ニュースレターは学会ホームページに
て一般閲覧可能である．

3．編集委員会の開催
　第 45 回学術大会期間中の 2026 年 8 月 20 日（金）に
対面にて，また 2025 年 10 月 8 日（水），2026 年 1 月
28 日（水），5 月 25 日（月），9 月 28 日（月）に Web
にて編集・広報委員会を開催した．各号の投稿論文に
対し，1 論文につき委員会委員 2 名または委員会委員
と代議員の計 2 名により査読を行い，査読結果につい
て編集委員会で協議した．作業としては，掲載可否の
判断，再査読・再投稿などの必要性，さらに査読コメ
ント内容の確認などを行った．また，より広い見地か
らの査読を行うため，日本歯科医学教育学会雑誌の査
読依頼対象者を委員会委員だけでなく代議員にも広げ
た．代議員の先生方におかれましては，査読へのご協
力をお願いする所存である．

4．優秀論文候補の選出
　日本歯科医学教育学会優秀論文賞の候補論文を 1 論
文選出し，その結果を上程した．

5．歯科医学教育白書2025年版の編集
　歯科医学教育白書 2025 年版の発行に向けて，各大
学，病院等へアンケートを実施するとともに，白書作
業部会を 2 回開催し，原稿の確認を行った．

　1．第 45 回日本歯科医学教育学会学術大会（2026 年
8 月 21，22 日，大阪）において，教育国際化推進委員
会の副委員長である鶴田潤先生に「JDEA 国際交流の
歩み　歯科医学教育の国際化」について講演をしてい
ただいた．そのなかで世界の歯科医学教育学会

（ADEA／ADEE／SEAADE）との国際連携とその重要
性を日本歯科医学教育学会の先生方にお伝えし，日本
の歯科医学教育が世界標準に則っていることや優れて
いる点，劣っている点を指摘していただいた．

　2．全国 29 校の歯学部・歯科大学のアンケート調査
に基づき，現在の海外の大学との交流および留学生の
教育の現状について考察を行った．考察については
2025 年度版歯科医学教育白書に掲載予定である．

　3．SEAADE　2026 を東京科学大学が主幹し，本年度
は日本で開催される予定である（2026 年 9 月 30 日現
在）．日本歯科医学教育学会理事長の田口則宏理事長
と教育国際化推進委員会のメンバーが SEAADE の
Council meeting に参加し，情報の収集および交流を
深めたいと考えている．

　教育国際化推進委員会は主にアメリカ，ヨーロッ
パ，アジアの歯科医学教育学会に参加し，世界の歯科
医学教育の World Standard を決める際に日本もその
一翼にならなければならないと考えている．それには
世界の歯科医学教育の現状を日本の先生方にお伝えす
ると同時に，日本からも世界に発信していかなければ
ならないと感じている．

編集・広報委員会報告
 委員長　上田　貴之

教育国際化推進委員会報告
 委員長　益野　一哉
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　本委員会の主な事業として，「歯科医学教育者のた
めのワークショップ」（富士研実行部会担当），「歯科医
療人のためのファシリテーター養成セミナー」（ファシ
リテーター養成セミナー実行部会担当）および「ファ
シリテーター養成セミナー　フォローアップセッショ
ン」（ファシリテーター養成セミナー実行部会担当）の
企画，実施を行っている．令和 7 年度（2025 年度）は，
これらの事業すべてを対面形式で開催した．実施結果
について，以下に詳細を記載する．

1．�「第 15回歯科医学教育者のためのワークショッ
プ」の開催

　「第 15 回歯科医学教育者のためのワークショップ」
は 2025 年 12 月 2 日（火）から 5 日（金）に対面方式
で，千葉県千葉市のセミナーハウス　クロス・ウェー
ブ幕張において開催された．
　本ワークショップについては，厚生労働省補助事業

「令和 7 年度第 1 回プログラム責任者講習会」の内容を
含むプログラムを実施したことから，例年の開催内容
から変更を行い，「特徴のある臨床研修カリキュラム」

「トラブル事例に対する研修管理委員会の役割」「指導
歯科医に対する評価」などの内容を前半 2 日間で行い，
後半 2 日間で，第 5 回から組み込んでいる「アウトカ
ム基盤型教育」をテーマとして扱うプログラムとした．
ワークショップ実施にあたり文部科学省，厚生労働省
からは「共催」名義をいただいた．今回のワークショッ
プ参加者要件として，厚生労働省開催指針に則った

「歯科医師臨床研修指導歯科医講習会」の受講修了者と
し，定員は従前どおり 40 名としたが参加者は 30 名で
あった．内訳は，性別については男性 26 名，女性 4
名，所属については私立大学 14 名，国立大学 10 名，
医科大学 1 名，診療所 5 名であった．ワークショップ
運営については，田口則宏理事長をディレクターと
し，富士研実行部会委員である秋山仁志委員，大澤銀
子委員，黒川弘康委員，鈴木一吉委員，多田浩晃委員，
鶴田　潤部会長，和田尚久委員，平田創一郎部会長（歯
科医師臨床研修指導歯科医講習会（プログラム責任者
講習会）実行部会）で担当した．また外部講師として，
井上昂也先生（厚生労働省医政局歯科保健課課長補
佐），松本晴樹先生（文部科学省高等教育局医学教育課
企画官）のご協力をいただいた．ワークショップの各
種作業については，過去のオンライン開催で得られた
ノウハウを駆使し，プロダクト作成やアンケート入力
等はすべて PC やスマートフォンを用いることにより
作業の効率化を図った．その結果，昨年と同様に作業
は円滑に進み，無駄の少ない運営が可能となった．新
たな研修施設での実施であったため，運営において不
安点も多かったが，全般を通して，たいへんスムーズ
な運営となり，参加者にとっても有意義なワーク
ショップを実施できたと考えている．次年度からは，
従来の富士研の実施形式に戻る予定であるが，ワーク
ショップの事務扱い担当部署の変更など，従来の運営
方法の改善も予定されている．

教育能力開発委員会報告
 委員長　鶴田　潤

第 15 回歯科医学教育者のためのワークショップ（2025 年
年 12 月 2 日（火）～5 日（金））

第 17 回歯科医療人のためのファシリテーター養成セミ
ナー」（2026 年 3 月 7 日（土））

「ファシリテーター養成セミナー第 13 回フォローアップ
セッション」（2026 年 8 月 21 日（金））
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　本事業が日本の歯科医学教育学会の基幹取り組みと
して 29 校の機関会員校を中心とした日本の歯科医学
教育の充実，発展に貢献できるよう，内容の検討を進
め，さらなる改善に努めていく予定である．

2．�「第 17回歯科医療人のためのファシリテーター
養成セミナー（行動変容編）」の開催

　本セミナーは 2026 年 3 月 7 日（土）9：30～16：40
（1 日間），会場は愛知県産業労働センター（ウインク
あいち）において対面方式で開催された．実施につい
ては，ディレクターは教育能力開発委員会の鶴田潤委
員長，タスクフォースは，ファシリテーター養成セミ
ナー実行部会より，鈴木一吉部会長，角忠輝委員，上
原任委員，長谷由紀子委員，寺田知加委員，秋山恭子
委員の 6 名が担当し，スーパーバイザーとして藤﨑和
彦先生（岐阜大学医学部名誉教授），特別講師として脇
忠幸先生（関西学院大学ハンズオン・ラーニングセン
ター准教授），コンサルタントとして木尾哲朗先生の
協力をいただいた．参加者は全国の歯科関連の教育施
設から 24 名が集まり，4 グループに分かれて作業が展
開された．参加者の内訳は，男性 13 名，女性 11 名で，
所属は国公立歯学部 3 名，私立歯学部 14 名，診療所 5
名，公立歯科衛生士養成校 1 名，私立歯科衛生士養成
校 2 名であった．13 のセッションでは，「教育におけ
るファシリテータの役割」「行動変容とファシリテー
ション」「積極的傾聴」「振り返りとその共有」「動機づ
け」などについて，レクチャーやグループセッション
が行われ，対面ならではとなる活発な討論やロールプ
レイが行われた．事後アンケートの結果からは，参加
者の熱心な学習意欲と学習効果が確認され，本セミ
ナー事業の継続，さらなる充実が求められていること
が明らかとなり，次年度からの 2 日間での実施の検討
を行うこととなった．

3．�「ファシリテーター養成セミナー　第 13回フォ
ローアップセッション」の開催

　2010 年度にファシリテーター養成セミナー受講経
験者の要望を受け，医療コミュニケーション教育に携
わる方々の情報交換・交流の場としてフォローアップ
セッションを開始した．2011 年度の第 2 回からは，コ
ミュニケーションや教育の分野に精通している方を講
師としてお招きし，ファシリテーター養成セミナー参
加者をはじめとする教員や指導者の教育能力向上に努
めている．第 13 回目となる今回は，第 45 回日本歯科
医学教育学会学術大会「特別セッション」として大会

プログラムの一部に組み込まれ，2026年8月21日（金）
14：00～15：30 に開催され，セミナー受講経験者以外
の方も含め，より多くの大会参加者の出席が可能と
なった．特別セッションは「学習者と教育者の見えて
いる世界―後輩育成を再考する視点」として，特別講
師に，川上ちひろ准教授（岐阜大学大学院医学系研究
科医科学専攻医学教育学／岐阜大学医学教育開発研究
センター）をお招きした．座長は鈴木一吉部会長と秋
山恭子委員が担当した．次年度についても，学術大会
の特別セッションとしての実施を継続する予定である．

　教育方略委員会では，歯科医学教育における倫理・
プロフェッショナリズム教育，多職種連携教育，地域
包括ケアシステムなどを重要な課題として，教育方略
の充実に向けた活動を進めています．
　令和 8 年 8 月 22 日（土）に，第 45 回日本歯科医学
教育学会総会および学術大会に併せて，教育方略委員
会「倫理・プロフェッショナリズム教育」自由研究集
会を開催しました．今回は「歯科医師臨床研修のプロ
フェッショナリズム研修について語ろう」をテーマと
し，21 名の先生方にご参加いただきました．
　はじめに，本研究集会の趣旨ならびに歯科医師臨床
研修におけるプロフェッショナリズム教育に関する情
報提供を行った後，参加者を 4 グループに分けてグ
ループディスカッションを実施しました．各グループ
では，参加者から実際の教育・研修現場における事例
を提示していただき，それぞれの事例について，プロ
フェッショナリズムの観点からどのように捉え，どのよ
うに研修医への教育・指導につなげていくべきかにつ
いて意見交換を行いました．その後，各グループから討
議内容を発表し，全体で質疑・総合討論を行いました．
　限られた時間ではありましたが，各施設における取
り組みや課題，指導上の工夫などについて活発な議論
が行われ，歯科医師臨床研修におけるプロフェッショ
ナリズム教育の現状と課題について貴重な情報を共有
する機会となりました．また，具体的な事例をもとに
議論することにより，プロフェッショナリズムを知識
として教授するだけではなく，日々の臨床研修のなか
でどのように育み，評価していくかを考えることの重
要性が改めて認識されました．
　本研究集会で得られた意見や情報を今後の委員会活

教育方略委員会報告
 委員長　仲野　和彦
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動に活かし，歯科医学教育における倫理・プロフェッ
ショナリズム教育のさらなる充実に向けて検討を進め
てまいります．

1．�第 119 回歯科医師国家試験に関する学生アン
ケート調査の実施

　1）対象
　全国 29 校の歯科大学学長・歯学部長を通じ，第 119
回歯科医師国家試験を受験した各大学の令和 7 年度卒
業生を主たる対象者として回答を依頼した．
　2）実施方法・時期
　歯科医師国家試験に関する 13 項目，計 42 問の意
見・感想・コメントを問う「第 119 回歯科医師国家試
験に関する受験生へのアンケート調査」を Web 方式
にて実施した．
　3）回答状況
　標記アンケートについて，依頼した全国 29 校のう
ち，28校の学生から回答がなされ，回答者総数は1,324
名であった．これは，令和 6 年度より 185 名多かった．
近年，アンケートの依頼を事前に送付して，各歯科大
学・歯学部の卒業式前後のスケジュールに組み込んで
いただくよう依頼している．その結果，回答者数が増
加したものと思われる．今後も，回答の質の担保のた
め，引き続き回答者数の向上に努めていく．
　4）結果の公表
　報告書を取りまとめ，歯科大学学長・歯学部長会議
に提出するとともに，全歯科大学学長，歯学部長に送
付および本学会ウェブサイトに掲載する予定である．

2．�第 119 回歯科医師国家試験に関する教員アン
ケート調査の実施

　1）対象
　本学会機関会員校を対象に，歯科医師国家試験に関
する教員アンケートへの回答を依頼した．
　2）実施方法・時期
　5 項目，計 20 問の「日本歯科医学教育学会　機関会
員校対象　歯科医師国家試験に関する教員アンケー
ト」を Web 方式にて実施した．
　3）回答状況
　標記アンケートについて，依頼した全国29校すべて
から回答がなされた．

　4）結果の公表
　報告書を取りまとめ，歯科大学学長・歯学部長会議
に提出するとともに，全歯科大学学長，歯学部長に送
付および本学会ウェブサイトに掲載する予定である．

　「卒前教育，歯科医師臨床研修，生涯研修のシームレ
スな学修のあり方の検討」に関して，「臨床研修終了後
の進路に関する調査研究」の方略について委員からの
意見をメール会議にて集めた．臨床研修修了後の進路
調査の方法および分析について検討する．また，厚生
労働省が行っている歯科医師研修修了者アンケート調
査の結果を分析する案も出ている．

　機関会員委員会は，機関会員委員会に関する細則に
則り，毎年，学術大会・総会の開催時に委員長がこれ
を召集，開催することになっている．そのため，令和
7 年度は，2025 年 8 月 28 日に明海大学歯学部の主管で
開催された第 44 回日本歯科医学教育学会学術大会前
日に機関会員委員会を開催した．
　委員会では，現在の機関会員代表者および各校の会
員数についての報告の後，第45回日本歯科医学教育学
会学術大会の山本一世実行委員長から次期大会に関す
る説明があった．続いて，藤井一維常務理事（当時）
から，歯科大学学長・歯学部長会議等の他類似会議と
比較した本委員会の開催意義についての話があった．
そのなかで，機関会員代表者に対して，本学会が主体
となって行う次期モデルコアカリキュラム改訂への協
力，歯科医学教育者のためのワークショップといった
本学会主催の講習会等に対する各校の積極的な参加と
適正な参加者選抜への協力が要請された．
　報告後の質疑応答が活発に行われていたことから
も，機関会員代表者に対し，本委員会の開催意義など
の重要性が認識されたものと考える．

教育評価委員会報告
 委員長　小見山　道 教育一貫性委員会報告

 委員長　松坂　賢一

機関会員委員会報告
 委員長　中原　賢
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　今期の利益相反委員会では，本学会の事業遂行にか
かわる利益相反について，透明性を確保し，適切に管
理することを目的として活動を行った．
　本学会では，会員が所定の利益相反申告書に基づい
て利益相反に関する事項を申告し，必要に応じて委員
会において審議するとともに，その内容を適切に開
示・公開する体制を整備している．今期もこれまでと
同様に，本学会役員および各委員会委員に利益相反申
告書を配信し，提出された申告書について，事務局と
連携して確認・管理を行った．
　また，学術大会における発表および講演について
も，発表者・講演者の利益相反状態が適切に開示され
るよう，事務局と連携して対応した．
　利益相反の適切な管理は，学会活動の公正性と透明
性を確保し，会員ならびに社会からの信頼を維持する
うえで重要である．今後も，委員各位および事務局の
協力を得ながら，学会活動を取り巻く状況の変化にも
留意し，適切な利益相反管理体制の維持・運用に努め
ていきたい．
　なお，今期の本委員会は，佐藤和朗委員（岩手医科
大学歯学部），本田雅規委員（愛知学院大学歯学部），
宮脇卓也委員（岡山大学歯学部），小林幹宏委員（昭和
医科大学歯学部），林　誠（日本大学歯学部）の 5 名で
構成している．

　本特命委員会は，厚生労働省の公募事業である令和
7 年度歯科医師臨床研修指導医講習会（プログラム責
任者講習会）実施団体に選定され，プログラム責任者
講習会の企画・実施のために設置された．以下のとお
り 2 回の講習会を実施した．なお，本研修会は歯科医
師臨床研修制度の改正に伴い，プログラム責任者に受
講が義務づけられている講習会である．

【第 1 回プログラム責任者講習会】（第 15 回歯科医学教
育者のためのワークショップと併催）

　会期：令和 7 年 12 月 2 日（火）～5 日（金）
　会場：クロスウェーブ幕張（千葉市）対面開催
　参加者：24 名

【第 2 回プログラム責任者講習会】
　会期：令和 8 年 2 月 13 日（金）～15 日（日）
　会場：オンライン開催
　参加者：28 名
　本講習会では，特徴ある研修カリキュラム，プログ
ラム責任者の役割，トラブル事例に対する対応，超高
齢社会における歯科医師臨床研修，指導歯科医に対す
る評価，コミュニケーションスキル，ポートフォリオ
等の研修を行った．

　本実行部会では，厚生労働省からの委託事業とし
て，指導歯科医講師養成研修会の実施を担当してい
る．本研修会は，指導歯科医講習会の講師となる歯科
医師を養成することを目的として実施されている．令
和 3 年度より開始され，令和 7 年度は，3 日間の対面
研修会（開催期間：令和 7 年 10 月 24 日から 26 日，開
催場所：クロス・ウェーブ船橋）およびオンライン研
修会（開催期間：令和 8 年 1 月 13 日から 15 日）を，
それぞれ 1 回ずつ開催した．
　本研修会の参加対象者は，歯科医師臨床研修施設に
勤務する歯科医師であり，①歯科医師臨床研修指導歯
科医講習会において企画立案者（ディレクター）また
は世話人（タスクフォース）を務める予定の者，かつ，
②指導歯科医講習会（厚生労働省医政局長が策定する
指導歯科医講習会の開催指針に則って開催されたも
の）を修了している者としている．
　本研修会では，指導歯科医講習会で取り扱われるカ
リキュラム・プランニングをはじめとする各テーマに
ついて，指導歯科医講習会のタスクフォースとして求
められる役割や在り方を，Fishbowl 法を用いて疑似体
験するワークショップ形式の研修を実施した．

利益相反委員会報告
 委員長　林　誠

特命委員会
歯科医師臨床研修指導歯科医講習会
（プログラム責任者講習会）実行部会

 部会長　平田　創一郎

特命委員会
臨床研修活性化推進事業　
指導歯科医講習会の講師養成のため
の研修会実行部会
 部会長　則武　加奈子
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　本特命委員会は，厚生労働省の公募事業である令和
7 年度臨床研修活性化推進特別事業『指導歯科医フォ

ローアップ研修の e—ラーニング教材の改訂と研修の
実施』実施団体に本学会が選定され，その遂行のため
に設置された．令和 8 年度から指導歯科医にフォロー
アップ研修が義務づけられることから，新たなコンテ
ンツ作成を行った．なお本学会では指導歯科医フォ
ローアップ研修の e—ラーニングを令和 4 年度から実施
しており，今年度はコンテンツの見直しを行いつつ，
21 名の修了者を新たに認定し，リニューアルのため令
和 8 年 2 月 27 日をもって一旦終了した．

特命委員会
臨床研修活性化推進事業　
e—ラーニング教材の検討および作
成，運営実行部会
 部会長　平田　創一郎

各賞受賞者

優秀論文賞
　小栁圭史（日本歯科大学）
　�Basic Life Support コースにおける HeartCode® 

2025　BLS Complete を用いた教育の有効性に関し
ての調査

　（日本歯科医学教育学会雑誌　第 41 巻 1 号）

優秀論文賞
　藤本暁江（福岡歯科大学）
　�Changes in General and Dental—Specific Ageism 

Following Home—Visit Clinical Training With Older 

Adults：A Quasi—Experimental Pre—Post Study
　（Journal of Dental Education）

歯学教育優秀賞
　大戸敬之（鹿児島大学）

教育システム開発賞
　佐藤充弘（東京科学大学）
　�AI 模擬患者による歯科医療面接訓練アプリケー

ションの開発と実施可能性の検討

　昨年度より，日本歯科医学教育学会理事ならびに教
育方略委員会委員長を務めております．委員長を拝命
してから約 1 年が経過しましたが，その間，歯科医学
教育を取り巻く環境の変化と，本学会が担う役割の大
きさを改めて認識しております．
　近年，歯科医学教育は大きな転換期を迎えていると
実感しています．少子化や人口減少，医療の高度化，
多職種連携の進展，さらには DX・AI 技術の急速な発
展など，教育現場を取り巻く環境は大きく変化してい
ます．また，学生の価値観や学習スタイルも多様化し
ており，単に知識や技術を伝達するだけではなく，学
生自身が主体的に考え，学び続ける力を育成すること
がこれまで以上に重要になってきていると考えていま
す．
　そのような時代だからこそ，「何を教えるか」に加
え，「どのように学び，どのように成長し続けるか」を

重視した教育方略が必要であると考えています．歯科
医療は生涯学習を前提とした専門職であり，卒前教
育，卒後研修，生涯研修を連続性のあるものとして捉
えていく視点が不可欠です．
　教育方略委員会では，これまで前委員長である平田
創一郎先生のもと，歯科医学教育に資する学修教材の
整備や共有，教育実践に関する議論の場づくりなど，
多くの重要な取り組みが進められてきました．特に，
教育現場で実際に活用可能な教材を学会として共有す
る取り組みは，各大学・教育機関の教育の質向上に大
きく寄与する取り組みであると考えます．
　また，教育方略委員会では，本年 8 月に開催される
第 45 回日本歯科医学教育学会総会・学術大会におい
て，「歯科医師臨床研修のプロフェッショナリズム研
修について語ろう」をテーマとした自由研究集会を予
定しております．知識や技術だけではなく，倫理観，

第42巻2号巻頭言：歯科医学教育の未来を見据えた教育方略
 理事　仲野　和彦
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1 ．会員数（2026 年 10 月 31 日現在）
　　1,570 名（賛助会員 7 社，機関会員 29 校を含む）
2 ．役員構成（2026 年 10 月 31 日）
　　理　事　長：田口則宏
　　副理事長：藤井一維
　　常務理事：�平田創一郎，和田尚久，秋山仁志， 

鶴田　潤
　　理　　事：�上田貴之，益野一哉，仲野和彦， 

森川和政，中原　賢，小見山　道， 
松坂賢一，林　誠，則武加奈子， 
梅森　幸

　　監　　事：木尾哲朗，川上智史
　　代　議　員：167 名
3 ．役員会
　　�理事会を 4 回（2025 年 11 月 20 日，2026 年 2 月

24 日，5 月 18 日，8 月 20 日），社員総会を 1 回

（2026 年 8 月 21 日）開催した．
4 ．第 45 回日本歯科医学教育学会学術大会
　　会　期：2026 年 8 月 21 日（金）～8 月 22 日（土）
　　会　場：大阪歯科大学樟葉キャンパス 
　　大会長：川添堯彬（大阪歯科大学理事長・学長）
　　○特別講演 1「留年させない教育を目指して」
　　○特別講演 2「最近の歯科保健医療の動向」
　　○日本歯科医学会会長講演
　　○日本歯科医師会会長講演
　　○�シンポジウム「歯科医学教育におけるスポーツ

歯学の方向性」
　　○�教育講演「デジタル歯科医療における教育カリ

キュラムの構築」
　　○�教育講演「大阪歯科大学における歯科医療分野

に特化した医療情報教育カリキュラムの変遷」
　　○�特別セッション「ファシリテータ養成セミナー

一般社団法人日本歯科医学教育学会会務報告
（2025年 11月 1日～2026年 10月 31日）

コミュニケーション能力，社会的責任感なども強く求
められる時代になっています．今回の自由研究集会
が，臨床研修におけるプロフェッショナリズム教育の
現状や課題について議論を深める機会となり，今後の
歯科医学教育を考える契機となることを期待しており
ます．
　歯科医学教育においては，CBT・OSCE の公的化や
アウトカム基盤型教育の導入など，教育の質保証に関
する整備が着実に進んでいます．歯科医師養成におい
て，一定水準の知識・技能・態度を保証することの重
要性は今後さらに高まっていくものと思われます．ま
た，歯科医療を取り巻く社会的要請が変化するなか
で，教育内容や評価方法についても継続的な見直しが
求められる時代になっていると感じています．
　一方で，教育・研究・診療を同時に担う大学教員に
求められる役割は年々増大しており，教員の負担増加
や人材不足など，多くの課題も存在しています．また，
学生の多様化に伴い，学修者中心教育やアクティブ
ラーニングなど，新たな教育手法への対応も必要と
なっています．そのようななかで，教育方略委員会に
は，全国の教育現場で実践可能な教育方法や教材，評
価手法を共有し，各大学・教育機関を横断的につなぐ
役割が求められていると考えています．
　教育のデジタル化や AI 技術の活用は，今後の歯科

医学教育に大きな変革をもたらす可能性があります．
しかし，どれほど技術が進歩しても，教育の本質は「人
を育てること」にあると思います．歯科医療は患者さ
んとの信頼関係の上に成り立つ医療であり，人間性や
倫理観は，デジタル技術だけで育成できるものではあ
りません．新しい技術を積極的に活用しながらも，人
間性や倫理観を育むという教育の本質を見失わないこ
とが不可欠であると考えています．
　また，歯科医学教育を取り巻く課題は，一大学だけ
で解決できるものではありません．私は大阪大学歯学
部長として機関会員代表者を務める立場でもあります
が，日本歯科医学教育学会は，各大学・教育機関をつ
なぎ，日本全体の歯科医学教育の方向性を議論するき
わめて重要な学会であると感じています．個々の大学
の取り組みだけでは解決できない課題も多く，だから
こそ本学会を通じた情報共有や連携が不可欠だと考え
ます．
　歯科医学教育は未来の歯科医療を支える基盤であ
り，教育を通じて育まれた人材が，将来の地域医療や
社会全体を支えていくことになります．教育方略委員
会として，会員の皆様とともに「学び続ける歯科医学
教育」の実現を目指し，よりよい歯科医学教育の実現
に向けて取り組んでまいりたいと思います．
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第 13 回フォローアップセッション」
　　　�～教育に携わるすべての方へ―当たり前だと

思っていた指導を見直すヒントを探しに～
　　○�コンセンサス・カンファレンス「歯学部におけ

る漢方医学教育のミニマム・リクワイアメン
ト」

　　�その他，ランチョンセミナー 4 題，一般口演 27
題，ポスター 101 題，学生セッション 9 題．

5 ．委員会活動
　　○学術委員会：
　　・�第 46 回学術大会について昭和医科大学との協

議について検討した．
　　・�2026 年第 45 回学術大会において，「和漢薬教育

に関する「ミニマムリクワイアメント」を議論
するワークショップ」の企画を検討した．

　　・�日本スポーツ歯科医学会との共同シンポジウム
の企画を検討した．

　　・�学術大会演題申込時の「自己チェックリスト」
へ生成AI関連の項目を追加することを提示し，
承認された． 

　　○企画・将来構想委員会：
　　・将来構想案について委員会にて検討した．
　　・�会員増を目指す取り組みとして，機関会員委員

宛に新規入会依頼・学術学会・漢方 WS 案内を
郵送した．

　　・�今後の本学会における企画・将来構想委員会の
活動を推進するために，学会の各種企画・将来
構想を討議する重要な委員会として構成員を確
立した．

　　○編集・広報委員会：
　　・学会誌およびJDEAニュースレターを発行した．
　　・�優秀論文賞について，選考委員会へ推薦を行う

2 編を選考した．
　　・�学会ホームページ内会員専用ページに，過去に

発行した歯科医学教育白書を公開した．
　　・歯科医学教育白書 2025 年版の作成を進めた．
　　・�学術著作権協会への AI 利用を伴う著作権委託

について，学術著作権協会へ委託した．
　　○教育国際化推進委員会：
　　・アジアの各国との関係構築について検討した．
　　・�第37回東南アジア⻭科医学教育学会（SEAADE）

との連携について検討した．
　　・�第 45 回日本歯科医学教育学会学術大会の総会

時に，SEAADE 実行委員長 鶴田潤理事の講演
を企画した． 

　　○教育能力開発委員会：
　　・�第 15 回歯科医学教育者のためのワークショッ

プ（富士研）を 2025 年 12 月 2 日（火）～5 日
（金），クロスウェーブ幕張にて開催した．

　　・�第 16 回歯科医学教育者のためのワークショッ
プの開催について，企画検討した．

　　・�第 17 回歯科医療人のためのファシリテーター
養成セミナーを 2026 年 3 月 7 日（土）にウイン
クあいちにて開催した．

　　・�第 18 回歯科医療人のためのファシリテータ養
成セミナーの開催について，企画検討した．

　　・�第 13 回ファシリテーター養成セミナーフォ
ローアップセッションを，第45回学術大会時に
開催した．

　　・�第 1 回基礎系歯科医学教育者のためのワーク
ショップを企画・検討した．

　　○教育方略委員会：
　　・�歯科医療倫理学習教材を YouTube にて公開し

た．
　　・�自由研究集会『歯科医師臨床研修のプロフェッ

ショナリズム研修について語ろう』を，第 45 回
日本歯科医学教育学会学術大会 2 日目（8 月 22
日（土））に開催した．

　　・FDI 政策声明文書案を検討した．
　　○教育評価委員会：
　　・�第 119 回歯科医師国家試験に関する受験生およ

び教員へのアンケートを実施した．
　　○教育一貫性委員会：
　　・�研修終了後の進路に関するアンケート実施につ

いて検討した．
　　・�「�卒前教育，歯科医師臨床研修，生涯研修のシー

ムレスな学修のあり方の検討」に関して，「臨
床研修終了後の進路に関する調査研究」の方略
について委員からの意見を集めた．

　　○機関会員委員会：
　　・�8 月 20 日，大阪歯科大学樟葉キャンパスにて委

員会を開催した．議題に沿って，2027 年以降の
学術大会，第16回歯科医学教育者のためのワー
クショップ，第 119 回歯科医師国家試験アン
ケート集計結果について報告がなされた．

　　○利益相反委員会：
　　・�理事，委員を対象に利益相反自己申請書の提出

を求めた．
　　・現在の利益相反に関する規定について検討した．
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　　○特命委員会：
　　　 1）�歯科医師臨床研修指導歯科医講習会（プロ

グラム責任者講習会）実行部会
　　　・�2025 年度は 2回（対面・オンライン）開催し

た．
　　　・�歯科医師臨床研修指導歯科医講習会（プログ

ラム責任者講習会）について，今年度は学会
として受託申請をしないこととした．

　　　 2）�臨床研修活性化推進事業指導歯科医講習会
の講師養成のための研修会実行部会

　　　・�2025 年度は 2回（対面・オンライン）開催し
た．

　　　 3）�臨床研修活性化推進事業e—ラーニング教材
の検討および作成，運営実行部会

　　　　　・コンテンツの作成を進めた．
6．機関誌発行
　　第 41 巻第 3号を 2025 年 12 月 20 日に発行
　　第 42 巻第 1号を 2026 年 4 月 30 日に発行
　　第 42 巻第 2号を 2026 年 8 月 20 日に発行
　　第 42 巻第 3号を 2026 年 12 月 20 日に発行予定
7．委託事業
　　○�厚生労働省委託事業：令和 7年度の開催実績は

以下のとおり．
　　・�令和 7年度臨床研修活性化推進特別事業実施団

体（受託期間：2025 年 9 月 24 日～2026 年 3 月
31 日）

　　　指導歯科医講習会講師養成研修会の開催
　　　　開催日：�第 1 回　�2025 年 10 月 24 日（金）～

10 月 26 日（日）
　　　　　　　　�第 2 回　�2026 年 1 月 13 日（火）～1

月 15 日（木）
　　　　会　場：第 1回　クロス・ウェーブ船橋
　　　　　　　　第 2回　オンライン開催
　　　�指導歯科医講習会の講師養成研修（e—ラーニン

グ）
　　　　期　間：�2022 年 3 月 25 日（金）～2026 年 2 月

28 日（土）
　　　指導歯科医フォローアップ研修（e—ラーニング）
　　　　期　間：2022 年 3 月 25 日（金）～継続実施
　　・�令和 7年度歯科医師臨床研修指導医講習会（プ

ログラム責任者講習会）実施（受託期間：2025
年 8 月 22 日～2026 年 3 月 31 日）

　　　プログラム責任者講習会の開催
　　　　開催日：�第 1 回　�2025 年 12 月 2 日（火）～12

月 5 日（金）
　　　　　　　　�第 2 回　�2026 年 2 月 13 日（金）～2

月 15 日（日）
　　　　会　場：第 1回　クロスウェーブ幕張
　　　　　　　　第 2回　オンライン開催



15



16




